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日本語文例理解の困難点
- ベ トナム在住ベ トナム人学習者の場合 -
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ベ トナム在住のベ トナム人学習者が文 (ないしは語句)の理解に難渋したり､





































あるが､その違いから時 としてとまどいが生まれる｡ また､翻訳 しようとす
ると､読み手の反応が予想されるため､さらにとまどいが加わる｡
(5)では､ベ トナムでは =高級な"食べ物である ｢インスタント･ラーメン｣
でなぜ ｢我慢 した｣となるのか､(6)では､ホテルなど "快適な"｢外泊｣が
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2-1-3場面の とらえにくさから来 るとまどい
前述のとお り､この F用例集』は､その文例の大部分が 日本在住の留学生
(特に､日本語コースで学習中の留学生)の視点で書かれている｡ そのために､









前提 を理解 していなければ､とまどう｡(15)から ｢日本語コースで勉強を始め
てから6か月で｣ という意味を読み取るのも､(16)から ｢日本語コースが始ま
った当初はクラスメー トたちと英語などでコミュニケーションをとっていた




ベ トナムにない品物 ･組織 ･制度 ･概念や､ベ トナムでは知られていない固









いを引き起こす原因となる｡ その中には､ベ トナム語の語句 との対応の問題
(2-2-1)､文中における語句と語句との呼応の問題 (2-2-2)等がある｡
2-2-1 ベ トナム籍の語句 との対応 から来るとまどい
日本語の語句 とそれに相当すると思われるベ トナム語の語句 との意味的なず
れにより､例えば､以下のような問題が起こる｡
2-211-1漢語の場合
ベ トナム語には多くの漢語が含まれている (ベ トナム語の語嚢の70%近 くが
漢語である､との記述も見られる4)｡)｡日本語とベ トナム語とのこの共通性は､










(18)の ｢犠牲｣はベ トナム語にもある｡しかし､ベ トナム語の ｢犠牲 (hisinh)｣
は､｢大義のために犠牲になる｣ という意味が強いために､(18)のような文に
はとまどいが生まれる｡ 社会状況の違いも影響 しているであろう｡
(19)の ｢経済｣ も ｢問題｣ もベ トナム語にある｡ しかし､ベ トナム語では
｢経済的な問題 (vandekinhte)｣という語句は個人の財政状況については使わ
ない｡そこからとまどいが生まれる｡
(20)の ｢論文｣もベ トナム語にあるが､ベ トナム語の ｢論文 (luanvan)｣
は日本語の ｢論文｣より範囲が狭い (卒業論文､修士論文､博士論文など)｡
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したがって､ベ トナム人にとっては､どんな種類の論文であるかが問題 とな
る｡
(21)の ｢留学｣も ｢生活｣ もベ トナム語にある (ただし､｢留学 (luuhoc)｣
は通常 ｢遊学 (duhoc)｣が使われる｡)が､｢留学生活 (sinhhoatduhoc)｣と
いう語句はなく､｢留学生活｣の意味 (勉学のことだけを指すのか､生活 も含
むのか､など)が問題 となる｡












常 "muon"で表現される (｢食べたい｣は "muonan")｡ しかし､その実現可
能性があまりない非常に強い欲求の場合は､"them"が用いられる (｢食べたい｣
は "them an")｡ したがって､この文の場面をどう理解するかという点で､と
まどいが生まれる｡


























日本語では､有償の場合でも ｢もらう｣ を使うことができるが､ベ トナム
語の場合は､有償ならば ｢買う(mua)｣を､無償ならば ｢受け取る(nhan)｣を













ことができるが､ベ トナム語では､差が大きければ ｢劣る (kem)｣が､差が





ベ トナム語 も日本語同様､名詞に単数形 と複数形の区別がない｡ しか し､


























































(47)の ｢教わる｣､(48)の ｢変わる｣､(49)の ｢捕まる｣が､｢日本語を教わる｣












































かといえば｣ も､(57)-(59)ほどではないが､一語 として理解 していなければ､
とまどうことになる｡
213-212 慣用句を構成する語に独立性があ り､文字どおりの意味 として
とらえ られる可能性のあるもの
次に､慣用句を構成する語に独立性があり､そのため､通常それ らの語句が





























解できる言い回しとは言い難 く､慣用句 ととらえる必要があ り､ベ トナム在
住の学習者がとまどうのも自然なことであろう｡
2-3-3 テンス ･アスペク トのとらえにくさから来るとまどい
ベ トナム語では､動詞 ･形容詞に活用がなく､テンス ･アスペクトは､必要
に応じて (文脈からは類推できない場合などに)､他の語を付加して表す｡
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(80)のような例が分か りにくいであろうことは- 特に ｢ブラームス｣を
知らない場合は - 容易に想像できる｡ しかし､筆者にとって意外だったの
は､(74)～(77)のような進行状態を表す文例でかなりとまどいが見られたとい
う点である｡ これらの ｢-ている｣が進行状態を表すのか､経験 ･記録を表
すのか というとまどいである｡ これはおそらく経験 ･記録の ｢-ている｣を



































僚 との関係｣ も連想されるようである｡ これも､前述 (2-1-1)の社会的背
景の違いや慣用的な表現に不慣れなこととも関連があるであろう｡
(86)もかな り複雑な面がある｡F用例集』のベ トナム語訳では ｢健康である
ことは最も大切なことである (Khoemanhlaquynhat)｣となっている｡ 一応適
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訳のように見えるが､この表現が使われる場面を具体的に考えると問題のあ
ることが分かる｡(86)の表現が使われるのは､一般的に ｢健康がいちばん大切｣



















あろうが､ベ トナム人学習者には ｢働 きに出るようになっても､家事は女性







































































ハ ノイやホーチ ミン市の書店に行 くと英語の辞書 (越英辞典､英越辞典)
や教科書が書架にず らりと並び､この国の英語ブームを実感する｡ その辞書
も大 きいものは二千数百ページにも及び､用例 もかなり充実 している｡ それ





であろう｡ 前記 2で挙げた具体的な事例の中にも､詳細な辞書 さえあれば容
易に解決のできたものがあると思う｡
こうした状況 をベ トナム人と日本人との協同作業で何 とか打開 していきた
いものである｡ これはベ トナム人学習者への貢献であるばか りでなく､こう
した作業から得 られた知見はまた日本での日本語教育､教材 ･辞書の開発に
大いに役に立つ と思 う｡ 本稿はそうした願いを込めて､筆者の若干の体験 を
まとめたものである｡
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また､中道 (1984)は､学習者の母語との関係にも配慮 した ｢言語間対照辞書｣
の必要性に言及 している｡
7)例えば､玉村 (1995)でも､｢外国人用日本語辞書の構想｣の中の一つの項目 と
して､｢当該語 を含む適切な文例､または句例を必ず挙げる｣ と述べている が､
｢適切な文例､または句例｣ とはどのようなものかについては触れていない｡
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